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2026 年度大学院心理臨床学専攻(学内)入試(修士課程)(9/27) 

専攻科目試験問題 120 分 

 

受験番号  

氏名  

 

問 1. 次の用語の意味を説明せよ。 

(1) 曝露反応妨害法(exposure and response prevention) 

(2) 協同遊び(cooperative play) 

(3) 公平理論(equity theory) 

(4) 学習の転移(transfer of learning) 

 

問 2. 以下の 3つの問題の中から 2つを選択し、それぞれ 800字程度で解答せよ。 

(1) 神経発達症を分類、説明した上で、どのようなサポートが必要になるのかを例を挙げて説明せよ。 

(2) 遊戯療法において、セラピストに求められる原則についてその提唱者を挙げて述べ、さらにそのような基本的

態度が子どもに与える影響を論ぜよ。 

(3) エリクソン(E. H. Erikson)が提唱した「アイデンティティ(identity)」の概念について説明し、また、それを基にしたマーシ

ャ(J. E. Marcia)のアイデンティティ・ステイタスについて詳しく述べよ。 
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2026 年度大学院心理臨床学専攻(学内)入試(修士課程)(9/27) 

専攻科目試験問題 120 分 解答用紙 

 

受験番号  

氏名  

問 1. 
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2026 年度大学院心理臨床学専攻(学内)入試(修士課程)(9/27) 

専攻科目試験問題 120 分 解答用紙 

 

受験番号  

氏名  

問 2. ［   ］ ← 選択した問題の番号を記入する。 
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2026 年度大学院心理臨床学専攻(学内)入試(修士課程)(9/27) 

専攻科目試験問題 120 分 解答用紙 

 

受験番号  

氏名  

問 2(続き). ［   ］ ← 選択した問題の番号を記入する。 
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2026 年度 大学院入試【心理臨床学専攻学内】 

問 1. 次の用語の意味を説明せよ。 

(1) 曝露反応妨害法(exposure and response prevention) 

【解答例】 

曝露反応妨害法(ERP)は、主として強迫症などに用いられる認知行動療法の技法である。

恐怖や不安、嫌悪感を引き起こす状況や刺激に、治療者と相談しながら段階的または計画

的に向き合う(曝露)とともに、不安を下げるために行ってきた強迫行為、回避、確認、安心

の求めなどを行わない、または減らす(反応妨害)。これにより、不安や不快感を抱えたまま

でも対処できること、予想した悪い結果が必ずしも起こらないことなどを新たに学習し、

症状の軽減を目指す。 

【出題意図】 

認知行動療法の代表的な介入法について、名称を知っているだけでなく、「曝露」と「反

応妨害」の双方を正確に説明できるかを確認する。また、ERPを単に不安に慣れる方法と

して捉えるのではなく、回避や強迫行為を控えることを通して新たな学習を促す治療であ

ることを理解しているかを評価する。 

(2) 協同遊び(cooperative play) 

【解答例】 

パーテンは保育園の幼児が遊ぶ場面を観察し、他者との関わり方という観点から遊びの

形態を 6つに分類した。協同遊びは、「遊びの 6段階」の最後(第 6段階)に位置づけられる。

4～5 歳頃(幼児期後半)に多く見られ、他児と関わり合いながら、ルールや何かをやり遂げ

るという目的を共有して遊ぶ状態であり、グループ内で役割分担がある。 

【出題意図】 

発達心理学の基本的な知識・理解度を確認する。 
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(3) 公平理論(equity theory) 

【解答例】 

公平理論とは、アダムスによって提唱されたもので、人は自分の「投入(Input)」と「結

果(Outcome)」の比率について他者と比較して公平かどうか判断するという考え方である。 

【出題意図】 

動機づけに関する理論の 1 つである公平理論について理解し、論述できるかを評価する

ことが出題意図である。 

(4) 学習の転移(transfer of learning) 

【解答例】 

過去に学んだ知識や技術が、その後の新しい学習や行動に影響を与える現象。前の学習

が次の上達を助ける場合を正の転移、妨害する場合を負の転移と呼ぶ。テニスの経験がバ

ドミントンの上達を早めるのは正の転移であり、英語のキーボード操作に慣れた人が日本

語入力で押し間違えるのは負の転移の例である。心理面接や教育の場では、カウンセリン

グ室や教室で学んだ気づきや望ましい行動を、実際の日常生活という別の場面でも活かせ

るか、すなわち転移できるかが重要となる。 

【出題意図】 

認知心理学・学習心理学における基礎的概念の理解度を問う。同時に、相談室や教室で

獲得された行動変化が日常場面へ応用・汎化されるプロセスの重要性について、臨床・教

育実践的な視点から説明できるかを評価する。 
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問 2. 以下の 3 つの問題の中から 2 つを選択し、それぞれ 800 字程度で解答

せよ。 

(1) 神経発達症を分類、説明した上で、どのようなサポートが必要になるのかを例を挙げ

て説明せよ。 

【解答例】 

神経発達症群は、中枢神経系の機能不全に起因し、乳幼児期から発達の生じやすさや行

動・適応の偏りとして顕現する一群の精神疾患である。臨床心理学的支援においては、医

学的診断名のみならず、個別の心理アセスメントと多職種連携に基づく環境調整が不可欠

となる。以下にその主要な分類と具体的支援について述べる。 

第一に、対人コミュニケーションの障害や限定されたこだわり・感覚異常を特徴とする

自閉スペクトラム症(ASD)。第二に、不注意・多動性・衝動性を呈する注意欠如・多動症

(ADHD)。第三に、全般的な知能に遅れはないが「読む・書く・計算する」等の特定学習に

著しい困難を示す限局性学習症(SLD)。第四に、知的・適応機能の両面に制限が見られる知

的能力障害(ID)である。これらは単一で存在するだけでなく併存することも多い。 

臨床心理学的アプローチの目的は、治療ではなく「特性と環境との不適応」を解消し、

二次障害(抑うつや不登校など)を予防することにある。支援の主軸は以下の 4点である。 

(1) 多角的な心理アセスメント 

支援の出発点として、WISC-VやWAIS-IVなどの知能検査、および行動観察や生育歴聴

取を行う。単なる IQの算出にとどまらず、群指数や下位検査の凹凸(ディスクレパンシー)

から個人の認知処理スタイル(視覚優位・聴覚優位等)や実行機能の弱さを同定する。 

(2) 構造化と合理的配慮 

アセスメントに基づき、本人の負担を減らす環境調整を行う。ASDに対しては、空間を

目的別に分ける「物理的構造化」や、スケジュールを視覚化する「時間の構造化」を通じ

て見通しを提供する。また、ADHDに対しては集中を妨げる刺激の排除やタスクのスモー
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ルステップ化を行い、SLDに対しては ICT機器(音声読み上げや音声入力)の導入といった

合理的配慮を提案・調整する。 

(3) 心理社会的介入 

本人に対する心理教育により自己の特性理解と自己洞察を促し、セルフモニタリング能

力を高める。さらに、ソーシャルスキルトレーニング(SST)を通じて対人応答や感情コント

ロールの代替スキルを形成する。 

(4) システムへの働きかけ(家族・地域連携) 

心理士の役割は本人への直接介入にとどまらない。保護者を対象としたペアレント・ト

レーニング(PT)を実施し、適切な行動の強化や不適切行動の消去技法を伝達することで、

家庭内の支援環境を整える。同時に、教育現場や医療・福祉機関と連携し、一貫した支援

体制(個別の教育支援計画など)を構築するコンサルテーションの役割を担う。 

このように、個別の特性把握に基づき、本人の強みを活かした環境調整と多職種連携に

よる包括的支援を行うことが重要である。 

【出題意図】 

最低限の専門用語(DSM-5/DSM-5-TR の概念)が正しく身についているか。「中核症状」

を誤解なく説明できているか。「人間と環境の適合」や「合理的配慮・構造化」という環境

側へのアプローチを論じられているか。 

支援の前に必ず「心理アセスメント(知能検査や行動観察)」を挟み、「個別の認知特性(デ

ィスクレパンシーや認知処理の得意・不得意)」を同定した上で支援方針を立てるという丁

寧なアセスメントのプロセスを描けているかを問う。 

【解答のポイント】 

1. 医学モデルだけでなく「心理社会的モデル(BPSモデル)」で書く 
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• 単に「脳機能の障害である」という説明(医学モデル)で終わらせず、「特性と環境

の相互作用(Person-Environment Fit)」によって生きづらさが生じているという視

点を入れる。 

• 「障害そのものを治す」のではなく、「環境調整によって適応を助ける」という立

場を明確にすることが重要。 

2. 「アセスメント → 環境調整・介入」の流れを提示する 

• まず、支援の前に必ず適切な査定(アセスメント)をすることを示す。 

• 例：知能検査(WISC/WAIS)で認知の偏り(ディスクレパンシー)や優位な認知処理ス

タイル(視覚優位・聴覚優位)を把握した上で、個別の支援計画(構造化や ICT活用

など)へつなげる流れを書くことが望ましい。 

3. 「二次障害の予防」と「強み(Strength)の活用」に触れる 

• 支援の目標の一つである失敗体験の積み重ねによる抑うつ・不安・不登校・引きこ

もりなどの「二次障害(二次的適応障害)」を防ぐことである。 

• 出来ない事への穴埋めだけでなく、本人の強みや得意分野を生かした関わりによ

り、自己肯定感を維持・回復させる視点がある事が望ましい。 

4. システム支援(家族・多職種・コンサルテーション)まで広げる 

• 本人への直接介入(カウンセリングや SST)だけでなく、保護者支援(ペアレント・

トレーニング)や学校・職場へのコンサルテーション(環境調整の提案)といった間接

的・システム的なアプローチに言及する。 

(2) 遊戯療法において、セラピストに求められる原則についてその提唱者を挙げて述べ、

さらにそのような基本的態度が子どもに与える影響を論ぜよ。 

【解答例】 

遊戯療法におけるセラピストの原則を論じる上で、最も代表的な基盤を築いたのはバー

ジニア・アクスラインである。アクスラインはカール・ロジャーズのクライエント中心療
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法を子どもに応用し、「非指示的遊戯療法の 8原則」を提唱した。 

この原則は、セラピストが守るべき具体的な姿勢を示している。まず、子どもと温かく

親密な信頼関係(ラポール)を築くこと、そして子どもをありのままに受容しなければなら

ない。また、子どもが感情を自由に表現できるよう許容的な雰囲気を創り出し、子どもが

表現する感情を鋭く察知して言葉や態度で映し出すことで、子どもの自分の行動に対する

洞察を促す。さらに、子ども自身が問題を解決する力を備えていることを尊重し、セラピ

ストは指示や誘導を行わずに選択や決定を子ども自身に委ねる。治療の過程を急がせよう

とせず子どものペースに合わせる一方で、治療を現実の世界につなぎ止め、自分の関係性

における責任を意識させるため、最小限の限界設定を行うというものである。 

このようなセラピストの基本的態度が定着したプレイルームという空間は、子どもに深

い心理的影響をもたらす。第一に、絶対的な安全感の中で抑圧された感情の解放が促され

る。大人からの指示や評価にさらされがちな日常生活から離れ、自己表現を完全に許容さ

れることで、子どもは恐れや怒り、葛藤といった内に溜め込んでいた負の感情を、遊びを

通して安心して吐き出すことができる。最小限の限界設定が存在することも、自分や他者

が傷つかないという担保となる。第二に、自己肯定感と主体性の回復が挙げられる。セラ

ピストに感情を受け止められて映し出され、決断を尊重される体験を通じて、子どもは「あ

りのままの自分」が存在することを認められたと感じる。これにより傷ついた自尊感情が

回復し、自らの内なる成長力によって課題や葛藤を克服していこうとする主体性と自己信

頼感が育まれるのである。 

【出題意図】 

バージニア・アクスライン(Virginia M. Axline)が 1947年の著書『Play Therapy』にお

いて提示した「非指示的遊戯療法の 8原則(Eight Basic Principles)」は、子どものセラピ

ーを行う上で重要な基本事項である。子ども自身の自己治癒力への絶対的信頼と、非指示

の徹底に加え、限界設定による安全の保障は、解答の重要ポイントとなる。 
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(3) エリクソン(E. H. Erikson)が提唱した「アイデンティティ(identity)」の概念について

説明し、また、それを基にしたマーシャ(J. E. Marcia)のアイデンティティ・ステイタ

スについて詳しく述べよ。 

【解答例】 

青年期の重要な課題は「自分とは何か」「自分はどこに向かっていくのか」という答えを

探すことである。エリクソンは、これをアイデンティティ(自我同一性)という言葉で表した。

アイデンティティとは「過去から将来に至る時間の中で自分は一貫して自分であり、且つ

社会関係の中で他者からそのような自分を認められている」という感覚である。この感覚

は「時間軸の中での連続性の認識がある」、「他者からの認識も一貫している」という二つ

の認識が得られていることが必要であり、大人に向かう様々な葛藤や悩みの末に獲得され

るものである。アイデンティティの確立が進まないと、同一性の拡散の危機が訪れる可能

性がある。拡散とは「ひろがる」「まとまらない」という意味で、自分らしさがわからない、

未来が描けないといった事態が生じ、目標が抱けないため、課題が意味のあるものとして

感じられず、やる気が起きなくなったりする。 

エリクソンのアイデンティティの概念を使って、多くの研究者はそれを発展させていっ

た。マーシャは、アイデンティティを「危機」と「積極的関与」という観点から研究して

いる。ここでの「危機」とはいくつかの可能性について迷い苦しむことであり、「積極的関

与」とは自分の考えや信念を表現し、それに沿って行動することを示す。 

マーシャが提唱したアイデンティティ・ステイタスには四つのステイタスがある。ステ

イタスの一つである「アイデンティティ達成」(危機は経験した・積極的関与をしている)と

は、自分とはどのような人間であるのか、自分の長所・短所も受け入れられている状態で

ある。二つめの「モラトリアム」(危機の最中・積極的関与をしようとしている)とは、今の

自分の生き方について模索中で迷っている状態である。三つめの「早期完了」(危機は経験

していない・積極的関与をしている)は、自分の目標と親や周囲の大人の目標の間に不協和
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がなく、それが本当に自分にとってよいことなのかは考えていない状態を指す。最後に「ア

イデンティティ拡散」(危機は経験している場合としていない場合あり・積極的関与をして

いない)とは、自分が何をしたいのか、どう生きたいのかが向き合えず、それを見つけよう

と積極的に動く気力がわいていない状態を示している。このように、マーシャは個人のア

イデンティティ形成のあり方を見極める概念を掲げたのである。 

【出題意図】 

青年期の発達課題において重要な概念であるアイデンティティについて、理解し論述説

明できるかを確認する。さらに、その概念をもとにマーシャ(J. E. Marcia)が提唱したアイ

デンティティ・ステイタスについて理解し説明できるかを評価する。これらの用語は発達

心理学領域における基本事項である。 

 


